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３
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
４
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
な
ど
、
議
案
31
件
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
31
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
と
対
応 

―
―

　

１
月
24
日
か
ら
２
月
23
日
ま
で

の
間
、
新
た
に
11
人
の
陽
性
が
確

認
さ
れ
、
町
内
で
の
累
計
感
染
者

数
は
23
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
で
の
感
染
者
確

認
や
県
全
域
へ
の
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
の
適
用
な
ど
を
受

け
、
１
月
26
日
と
31
日
に
町
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
対
応
を
協
議

し
ま
し
た
。

　

主
な
対
策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
の
県
内
全
域
へ
の
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
、
感

染
予
防
対
策
の
強
化
、
不
要
不
急

の
往
来
の
自
粛
を
求
め
る
町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
感
染
防
止
情
報
の

放
送
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
温
泉
施

設
と
無
料
休
憩
所
、
さ
ゆ
り
公
園

の
運
動
施
設
を
１
月
31
日
か
ら
３

月
６
日
ま
で
町
民
限
定
の
利
用
制

限
と
し
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
に
つ
い

て
は
既
に
予
約
し
た
人
を
除
き
休

業
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
予
定
し
て
い
た
第
32

回
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
な
ど
多
く

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
参
加
者
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら

開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
町
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
、
最
大
限
の
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

西
会
津
町
新
田
興
助
地
域
振
興

基
金
条
例
の
制
定
＝
在
京
西
会

津
会
の
新
田
興
助
会
長
か
ら
受

け
た
寄
付
金
を
原
資
に
、
町
の

地
域
振
興
に
活
用
す
る
基
金
設

置
の
た
め
新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 

町
私
債
権
管
理
条
例
の
制
定
＝

私
債
権
の
適
正
管
理
を
推
進
す

る
た
め
新
た
な
条
例
を
制
定

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
等
の
一
部
改
正
＝
押
印
な
ど

の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

改
正

◆ 

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正
＝
行
政
機
関
個
人
情
報
保

護
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
規
定

の
改
正

◆ 

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
所
要
の
改
正

◆ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
国

の
基
本
指
針
に
伴
う
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
報
酬
の
改
正

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
法
人

税
法
の
見
直
し
に
伴
う
所
要
の

改
正

◆ 

町
結
婚
祝
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
＝
支
給
金
額
の
見
直
し
に

伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正
＝
支
給
金
額
の
増
額
と
家

族
の
絆
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
新
設

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
＝
民
法
の
改
正
に
伴
う
入

居
条
件
な
ど
の
改
正

◆ 

町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
道
路
占
用
料
の
改
正

◆ 

町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
団
員
の

報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
正

◆ 

町
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
・
森
野
処
理
区
の
廃
止

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
一
般

西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
基
づ

く
事
業 

―
―

　

町
で
は
、
本
年
度
よ
り
、
町

民
参
加
型
合
意
形
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
デ
シ
デ
ィ
ム
」
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
施
策
や
事

業
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
り
、議
論
で
き
る「
町

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
対
話
の
場
」

の
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
や
、
小

さ
な
意
見
を
大
切
に
す
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
新
た

に
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
12
月
10
日
に
は
、
西
会
津

中
学
校
の
２
年
生
が
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
授
業
で
、
本
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
実
際
に
活
用

し
、「
西
会
津
の
お
気
に
入
り
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
実
践
を

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
国

民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
特
別

会
計
、
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
）
＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補

助
事
業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や

既
定
予
算
の
最
終
的
な
整
理
な

ど
を
行
う
補
正

◆ 

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
62
億
２
千
万
円
（
対
前
年

度
比
３
億
５
０
０
万
円
、
５
・

２
㌫
の
増
）

◆ 

令
和
４
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅

団
地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
・
下
水

道
事
業
会
計

◆ 

町
道
の
認
定
＝
県
道
上
郷
・
下

野
尻
線
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
旧
道
の
一
部
区
間
を

新
た
に
認
定

◆ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
奥
川
辺

地
の
計
画
に
お
い
て
、
各
工
事

お
よ
び
整
備
に
係
る
事
業
費
の

借
入
予
定
額
の
変
更

◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
＝

長
谷
川
成
博
さ
ん
（
梨
平
）
の

再
任
に
同
意

通
し
て
責
任
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い

方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社

会
参
画
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
本
格
運
用
に
よ
り
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
へ
の
企
業
移
転
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
の

魅
力
や
資
源
の
情
報
を
発
信
し
、

関
心
を
持
っ
た
首
都
圏
な
ど
の
企

業
を
対
象
に
視
察
交
流
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
に
よ

り
、
視
察
企
業
と
の
継
続
的
な
関

係
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
10
社
が
来
町
し
、

町
を
視
察
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
来
町
し
た
企
業
の
業
種
や
業

態
に
合
わ
せ
て
、
ま
ち
な
か
再
生

拠
点
施
設
「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ

ら
っ
と
」
や
、
宿
泊
施
設
、
Ａ
Ｉ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、食
文
化
、

除
雪
の
体
験
、
実
際
の
テ
レ
ワ
ー

ク
、
さ
ら
に
町
内
企
業
や
住
民
と

の
対
話
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
企
業

側
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き

た
ほ
か
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

も
あ
り
、
今
後
は
つ
な
が
り
を

持
っ
た
企
業
と
の
関
係
を
深
め
な

が
ら
、
将
来
的
な
町
へ
の
企
業
移

転
な
ど
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業 

―
―

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
な
ど
７
つ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
活
用
や
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
月
26
日
現
在
で
７
２
３
５
件
、

１
億
５
７
５
６
万
２
千
円
の
寄
付

額
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較
す

る
と
１
５
６
１
件
、
１
５
８
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
２
件
、

１
１
０
０
万
円
、
一
般
寄
付
金
は

５
件
、
６
４
１
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

に
し
あ
い
づ
移
住
・
定
住
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み 

―
―

　

平
成
27
年
度
に
開
設
し
た
「
に

し
あ
い
づ
移
住
・
定
住
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
移
住

推
進
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
す
る

た
め
、
本
年
度
よ
り
商
工
観
光
課

内
に
相
談
窓
口
を
移
設
し
、
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
を
配
置

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
活
動
は
、
空
き

家
や
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
情
報

収
集
、
各
種
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
首
都
圏
で

の
移
住
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
月

28
日
現
在
で
、
移
住
相
談
数
は
延

べ
１
１
４
件
、
移
住
者
数
は
10
組

13
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
価
下
落
の
減
収
に
対
す
る
緊
急

支
援 

―
―

　

町
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ

り
全
国
的
に
米
の
余
剰
状
態
が
続

き
、
令
和
３
年
産
米
の
買
取
価
格

が
大
き
く
下
落
し
た
こ
と
か
ら
、

稲
作
農
家
の
減
収
に
対
す
る
緊
急

支
援
を
昨
年
12
月
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
の
主
食
用
米
の
作
付

面
積
10
㌃
あ
た
り
５
千
円
を
、
対

象
農
家
に
支
援
金
と
し
て
交
付
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
農
業
再
生

協
議
会
を
通
じ
て
申
請
の
あ
っ

た
３
８
６
件
の
農
家
に
対
し
、

２
４
６
０
万
１
千
円
を
交
付
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況 

―
―

　

２
月
28
日
現
在
に
お
け
る
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
件
数
は
、
ク
マ
が
12

頭
、
サ
ル
が
39
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が

44
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
没
の

多
か
っ
た
前
年
の
同
時
期
と
比
べ

捕
獲
件
数
は
減
少
し
て
お
り
、
木

の
実
の
豊
作
や
、
イ
ノ
シ
シ
の
豚

熱
の
感
染
拡
大
に
よ
る
頭
数
の
減

少
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
狩
猟
解
禁
日
以
降
、

定
期
的
な
イ
ノ
シ
シ
の
巻
き
狩
り

を
町
猟
友
会
に
依
頼
し
、
３
月
末

ま
で
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

加
害
個
体
の
捕
獲
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利

用
状
況 

―
―

　

本
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
月
27
日
現
在
、
延
べ

４
８
９
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

降
雪
前
の
11
月
末
ま
で
は
、
一
日

平
均
約
22
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
が
、
降
雪
後
は
一
日
平
均
約
５

人
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
愛
称
に
つ
い
て

公
募
し
た
と
こ
ろ
、
26
点
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
委
員
会
を
開
催
し

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
芝
草
」
と
決
定

し
ま
し
た
。
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町からのお知らせ ニュース＆

24 人の子どもたちが西会津小学校に入学

ぼくたち わたしたち 新１年生ぼくたち わたしたち 新１年生
　この春、西会津小学校に入学する24人の新１年生の皆さんを紹介します。今年の１年生は、

平成 27 年４月２日から平成 28 年４月１日までに生まれた皆さんです。ご入学おめでとう

ございます。 〈問い合わせ先〉　学校教育課　教育総務係　☎４５―２２１６

１町内　伊藤　　環
たまき

さん

　　　　大沼　凛
りん

飛
と

くん

４町内　石川　希
の

愛
あ

さん

　　　　長谷川真
ま

央
お

さん

６町内　加藤　未
み

來
く

さん

９町内１ 物江　柊
とう

吾
ご

くん

下小屋　加藤　　舞
まい

さん

10町内 江川ゆりなさん
西 平 三留　紗

さ

椰
や

さん

芝 草 古俣　卯
う

月
づき

くん

安 座 上山　優
ゆう

飛
ひ

くん

西 原 斎藤　　颯
そう

くん

森 野 星　　結
ゆ

衣
い

さん

さゆりが丘 平野　響
ひび

翔
と

くん

上小島　齋藤　　漣
れん

くん

縄 沢 長谷川琴
こと

子
こ

さん

　　　　三留　新
あら

大
た

くん

出ヶ原　佐藤　翠
み

友
ゆ

さん

上野尻　鈴木　陽
はる

翔
と

くん

　　　　渡部理
り

央
お

那
な

さん

下野尻　三留　奏
そ

七
な

さん

宝 川 佐藤　真
ま

央
お

さん

　　　　渡部　まるくん
戸 中 武藤　桃

もも

花
か

さん

契約行為や資格取得などが可能に

成年年齢が“18歳”に引き下げられます成年年齢が“18歳”に引き下げられます
　今年４月１日より、成年年齢がこれまでの「20 歳」

から「18 歳」に引き下げられます。

　近年、公職選挙法の選挙権年齢や、憲法改正国

民投票の投票権年齢を 18 歳と定めるなど、18 歳

や 19 歳の若者にも国政の重要な判断に参加しても

らうための政策が進められてきました。こうした中

で、市民生活に関する基本法である民法でも、18

歳以上を大人として扱うのが適当ではないかという

議論がなされ、成年年齢が 18 歳に引き下げられる

ことになりました。

◆成年年齢はいつから変わる？
　改正法の施行日である令和４年４月１日現在で、

18 歳と 19 歳の人は同日より新成人となります。

なお、未成年者の生年月日ごとの新成人となる日は

下記のとおりです。

生年月日 新成人となる日 成年年齢

平成 14 年４月２日～
平成 15 年４月１日生まれ

令和４年
４月１日

19 歳

平成 15 年４月２日～
平成 16 年４月１日生まれ

令和４年
４月１日

18 歳

平成 16 年４月２日以降
生まれ

18 歳の誕生日 18 歳

◆成年になると何が変わる？
　民法では、成年に達すると、

親の同意を得なくても、自分の意思でさまざまな契

約ができるようになると定められています。18 歳

が成年年齢になると、下記のようなことができるよ

うになりますが、青少年保護などの観点から 20 歳

にならないとできないことも一部残されています。

18 歳（成年）になったらできること

・親の同意がなくても契約ができる
　 【例】携帯電話を契約する、クレジットカードを作る、
ローンを組む、部屋を借りる　など

・公認会計士や司法書士などの国家資格を取る
・10 年有効のパスポートを取得する
・ 結婚する（女性の結婚可能年齢が 18 歳に引き上げ
られ、男女とも 18 歳になる）
・性別の取り扱いの変更審判を受けられる　など

20 歳にならないとできないこと（従来と同じ）

・飲酒や喫煙をする
・公営競技の投票券（競馬の馬券など）を買う
・養子を迎える
・大型・中型自動車免許を取得する

◆令和４年度以降の町成人式について
　町の成人式については、これまでどおり 20 歳に

なる年度の８月 15 日に行います。式典の名称は、

成人式から「はたちの集い」などへの変更を検討し

ています。
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